












2B04   Ｌ－フェニルアラニンの水和クラスター形成におけるコンフォマー特異性 
























































































て得られた L-Pheのモノマーと水和クラスター(L-Phe(H2O)n , n ＝1,2)の赤外スペクトル示
す。図 2(a)の L-Pheモノマー(バンドＡ)ではカルボキシルの OH振動が 3580cm-1、またそれ
より低波数にアミノ基の NH2振動が現れている。図 2(b)の L-Phe(H2O)1 (バンド A’)では、モ
ノマーの 3580cm-1のピークがなくなり、新たに 3500cm-1および 3700cm-1付近に鋭いピーク
と 3300cm-1付近にブロードなピークが現れた。量子化学計算の結果と比較してみると、水分
子が L-Pheのカルボキシル基のところで環状に水素結合したために、カルボキシル基の OH
振動が大きく red shift したものであることがわかる。図2(c)のL-Phe(H2O)2 (バンドα’)では、
水素結合したカルボキシル基の OH 伸縮振動のピークはさらに red shift しており、また
3700cm-1付近の水の OHのピークが 2本になっている。計算との比較から、この分子種は 2
つの水分子がカルボキシル基を含みさらに大きな環状の水素結合を形成した水和クラスター
であることがわかる。発表では、励起状態の構造および蛍光寿命についても述べる。 
 
  
